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今
を
遡
る
こ
と
二
十
六
年
前
の
平
成
三
（
一
九
九
一
）
年
四
月
、
私
は
発
掘
調

査
の
た
め
、
少
し
肌
寒
さ
が
残
る
、
春
ま
だ
遠
い
乾
い
た
水
田
の
上
に
立
っ
て
い

ま
し
た
。
小
高
い
山
々
に
囲
ま
れ
、
森
閑
と
し
た
八
幡
神
社
の
三
重
塔
が
望
め
る

こ
の
地
に
は
、
二
年
後
に
山
形
県
内
初
の
考
古
資
料
館
で
あ
る
、
山
形
県
立
う
き

た
む
風
土
記
の
丘
考
古
資
料
館
が
開
館
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

発
掘
調
査
を
行
っ
た
遺
跡
は
「
安
久
津
古
墳
群
」
の
三
号
墳
と
四
号
墳
で
す
。

古
墳
と
い
え
ば
、
こ
ん
も
り
と
し
た
姿
を
イ
メ
ー
ジ
し
ま
す
が
、
三
号
、
四
号
墳

は
す
で
に
削
り
取
ら
れ
て
い
て
平
ら
な
水
田
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
古
い
字
切
図

を
手
掛
か
り
に
試
掘
調
査
を
行
い
、
お
お
よ
そ
の
位
置
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
本
当
に
古
墳
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
不
安
を
抱
え
て
の
調
査
開
始
で

し
た
。

　

調
査
の
結
果
、
水
田
を
三
十
セ
ン
チ
程
掘
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
古
墳
を
作
っ
た

時
に
盛
っ
た
と
思
わ
れ
る
土
の
痕
跡
が
わ
ず
か
に
見
つ
か
り
、
三
号
墳
の
位
置
を

確
認
し
ま
し
た
。
四
号
墳
で
は
盛
土
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
古
墳
の
周

囲
に
廻
ら
せ
た
と
思
わ
れ
る
溝
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
溝
か
ら
は
、
土
師
器

や
須
恵
器
な
ど
の
土
器
が
出
土
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
資
料
館
の
ロ
ビ
ー
か
ら
は
、
三
号
墳
を
模
し
た
盛
土
が
見
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
四
号
墳
は
資
料
館
入
口
付
近
に
あ
た
り
ま
す
。
周
溝
か
ら
出
土
し
た
土
器

は
、
常
設
展
示
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

　

考
古
資
料
館
は
、
山
形
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
と
同
い
年
な
の
で
、
来
年
度

開
館
二
十
五
周
年
を
迎
え
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
四
半
世
紀
も
前
の
事
で
す
が
、

資
料
館
を
見
れ
ば
思
い
出
す
開
館
前
の
出
来
事
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
考
古
資
料
館
と
共
に
山
形
県
の
文
化
財
を
護
り
、
伝
え
る
役
割
の

一
端
を
担
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。(

当
館
運
営
協
議
会
委
員
）

発
掘
調
査
挿エ
ピ
ソ
ー
ド話

Ⅲ　

～
安
久
津
古
墳
群
～

▲三号墳を模した盛土の上で

　
　
　（
公
財
）
山
形
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤 

邦
弘



▲企画展記念講演会　山田 昌久  氏

　

今
年
度
は
山
田
昌
久
先
生

の
「
実
験
で
検
証
す
る
弥

生
・
古
墳
時
代
の
木
製
品
」

の
演
題
で
企
画
展
講
演
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

最
初
は
農
具
に
つ
い
て
の
お

話
で
し
た
。
鍬
の
裏
に
付
け

た
板
は
実
験
の
結
果
「
泥
除

け
」
と
し
て
の
効
果
が
極
め

て
大
き
い
こ
と
、
し
か
し
、

従
来
考
え
ら
れ
て
き
た
そ
れ

の
取
付
法
で
は
固
定
で
き

ず
、
実
際
は
反
対
に
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た

と
の
こ
と
、
ま
た
、
そ
う
す

る
こ
と
に
よ
り
、「
泥
除
け
」

が
「
泥
受
け
」
に
も
な
る
こ

と
が
分
か
っ
た
と
い
う
実
験

の
成
果
に
触
れ
ら
れ
ま
し

た
。

　

縄
文
時
代
の
石
の
刃
先
、

弥
生
時
代
の
木
の
刃
先
と
鉄

の
刃
先
、
古
墳
時
代
の
鉄
の

刃
先
を
使
っ
た
掘
削
実
験
で

は
土
質
の
違
い
や
硬
度
の
違

い
な
ど
、
い
ろ
ん
な
条
件
下

で
実
施
し
、
そ
の
数
値
化

を
行
っ
た
と
の
こ
と
で
し

た
。
一
例
を
挙
げ
る
と
ク
ロ

ボ
ク
土
の
掘
削
力
は
古
墳
時

代
の
Ｕ
字
鉄
刃
は
弥
生
時
代

の
方
形
鉄
刃
の
一
．
二
五
三

倍
、
木
刃
の
一
．
五
九
八

倍
、
縄
文
時
代
の
石
刃
の

三
．
四
八
八
倍
と
い
う
結
果

が
得
ら
れ
、
道
具
の
進
歩
が

数
値
で
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

休
憩
時
に
今
回
の
企
画
展

で
展
示
し
て
い
る
西
沼
田
遺

跡
の
紡
織
具
の
解
説
と
渡
辺

淑
恵
さ
ん
に
よ
る
機
織
り
の

実
演
と
復
元
の
根
拠
に
つ
い

て
の
山
田
先
生
の
解
説
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

後
半
は
斧
と
木
材
加
工
・

利
用
法
に
つ
い
て
の
お
話
で

し
た
。
弥
生
時
代
の
鉄
斧
は

石
斧
と
同
様
柄
の
穴
に
差
し

込
む
方
式
で
、
古
墳
時
代
に

は
柄
の
袋
に
斧
を
入
れ
る
方

式
が
出
現
し
、
現
在
の
よ
う

に
斧
身
に
柄
が
差
し
込
ま
れ

る
の
は
古
代
以
降
で
、
弥
生

時
代
の
木
の
伐
採
で
は
奥
に

進
む
に
つ
れ
て
柄
が
邪
魔
に

な
る
た
め
、
切
り
口
を
大
き

く
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
構
造
は
楔
割
り
の
刃
物

と
し
て
も
使
え
た
こ
と
等
の

利
点
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。
そ
し
て
、
楔
割
り
材

の
利
用
法
、
伐
採
後
の
森
林

の
再
生
実
験
、
人
の
関
与
に

　

今
年
も
様
々
な
視
点
で
置

賜
の
歴
史
を
見
て
行
き
ま
す

【
第
１
回
】 

1
月
14
日(

日)

「
置
賜
で
活
躍
し
た
仏
師
た

ち
―
白
鷹
町
の
調
査
事
例
か
ら
―
」

　

            

石
井 

紀
子   

氏

「
置
賜
の
仏
像
と
醍
醐
寺
の

関
係
―
高
畠
町･

大
聖
寺
を
中
心

に
―
」        

石
井 

智
也   

氏

                     

【
第
２
回
】
2
月
17
日(

土) 

「
地
域
の
歴
史
を
つ
く
る

―
『
清
水
町
の
歴
史
と
く
ら
し
』
の

刊
行
か
ら
―
」

　
　
　
　

佐
藤 

庄
一   

氏

【
第
３
回
】
3
月
4
日(

日) 
 

「
犬
の
宮
伝
説
―
村
人
を　

救
っ
た
三
毛
犬
、
四
毛
犬
―
」　

                    

　
　
　
　

鳥
海 

隼
夫   

氏

「
近
世
後
期
の
米
沢
の
文
学
」                  

　
　
　
　

石
黒 

志
保   

氏

考
古
資
料
館
に
て

各
回
13
時
30
分
か
ら

　
（
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
）

第
Xll
期　

う
き
た
む
学
講
座

　

企
画
展
講
演
会

　
　
　
　

平
成
29
年
11
月
19
日(

日)

「
実
験
で
検
証
す
る
弥
生
・
古
墳
時
代
の
木
製
品
」

木
と
生
き
る
～
弥
生
・
古
墳
時
代
の
木
製
品
～

よ
る
成
長
変
化
な
ど
の
お
話

が
あ
り
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
縄
文
時
代
に
は

径
十
五
セ
ン
チ
以
上
の
も
の

は
特
殊
な
例
を
除
き
木
材
資

源
と
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
弥
生
以
降
は
大
径
の

針
葉
樹
は
楔
割
り
製
材
、
や

が
て
中
径
の
針
葉
樹
は
大
鋸

引
き
製
材
、
広
葉
樹
の
小
径

木
は
丸
木
と
し
て
、
森
の
木

の
全
て
が
資
源
と
な
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
弥
生
以
降
は
資

源
を
食
い
つ
ぶ
す
利
用
へ
と

変
化
し
て
い
く
と
い
う
こ
と

で
お
話
を
締
め
く
く
ら
れ
ま

し
た
。

　

▲古代機実演　渡辺 淑恵  氏



　

今
期
は
「
弥
生
・
古
墳
時

代
の
木
製
品
」
と
題
し
て
、

全
三
回
開
講
し
、
今
回
の
企

画
展
を
よ
り
深
く
理
解
す
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。
以
下

に
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
展
示
資
料
解
説
」

　
　
（
当
館
）　

伊
藤 

純
子　

 目 次 
序　章　木と生きる　
第一章　住と木工
第二章　食料の獲得と加工
第三章　容器
第四章　衣・装・調・祈

考
古
学
セ
ミ
ナ
ー　

　

今
年
度
開
催
の
、
第

二
十
五
回
企
画
展
「
木
と
生

き
る
～
弥
生
・
古
墳
時
代
の
木
製

品
～
」
の
展
示
図
録
で
す
。

　

昨
年
度
に
続
き
、
発
掘
さ

れ
る
こ
と
の
少
な
い
木
製
品

を
通
し
、
弥
生
・
古
墳
時
代

の
人
々
が
木
を
ど
の
よ
う
に

利
用
し
て
い
た
の
か
、
木
と

人
々
の
暮
ら
し
を
探
り
ま

す
。

　

展
示
遺
物
を
全
点
収
録
。

詳
細
は
、
当
館
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

絶
賛
頒
布
中
！

「
木
と
生
き
る

　

～
弥
生

・
古
墳
時
代
の
木
製
品
～

」

遺跡紹介

平
成
29
年
9
月
24
日
／
10
月
8
日
／
10
月
22
日(

日)
第
十
九
期

多
彩
で
す
。
縄
文
時
代
か
ら

み
ら
れ
る
道
具
に
加
え
、
農

耕
や
機
織
の
道
具
が
新
し
く

　

弥
生
時
代
・

古
墳
時
代
の
木

製
品
は
、
大
変

加
わ
り
ま
す
。
特
に
農
耕
に

関
わ
る
道
具
は
多
彩
で
数
も

多
く
、
人
々
の
活
動
の
大
き

な
部
分
を
占
め
て
い
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

　

解
説
で
は
、
展
示
を
通
し

「
木
」
か
ら
人
々
の
生
活
の

変
化
を
感
じ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

遺
跡
、
押
口
遺
跡
、
高
田
Ｂ

遺
跡
な
ど
、
仙
台
平
野
で
弥

　

は
じ
め
の
講

義
で
は
富
沢
遺

跡
、
中
在
家
南

　

今
回
の
企
画

展
で
は
「
住
ま

い
」「
食
料
の

　

服
部
・
藤
治

屋
敷
遺
跡
の
発

掘
調
査
の
概
要

と
、
企
画
展
で
も
展
示
し

た
、
藤
治
屋
敷
遺
跡
の
木
製

品
を
中
心
に
、
古
墳
時
代
の

木
製
品
に
つ
い
て
述
べ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

獲
得
」「
容
器
」「
衣
・
装
・

調
・
祈
」
の
四
種
に
木
製
品

を
大
別
し
て
展
示
し
て
い
ま

す
。
講
義
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
に
、
当
該

期
の
木
製
品
に
つ
い
て
概
要

を
述
べ
ま
し
た
。

「
仙
台
平
野
の
弥
生
時
代
木

製
品
が
出
土
し
た
遺
跡
」

「
仙
台
平
野
の
弥
生
時
代
の

木
製
品
」

　
　
　
　
　

荒
井 

格　

氏

　
（
仙
台
市
教
育
委
員
会
）

　

板
橋
２
遺
跡

に
加
え
、
近
隣

の
板
橋
１
遺

跡
、
蔵
増
宮
田
遺
跡
の
成
果

も
含
め
、
お
話
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
調
査
の
概
要
と

そ
れ
ぞ
れ
の
遺
跡
か
ら
出
土

し
た
木
製
品
の
事
例
に
つ
い

て
、
詳
し
く
発
表
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

生
時
代
の
木
製
品
が
出
土
し

た
遺
跡
の
概
要
に
つ
い
て
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

次
の
講
義
で
は
、
主
に
中

在
家
南
遺
跡
と
高
田
Ｂ
遺
跡

か
ら
出
土
し
た
弥
生
時
代
の

木
製
品
に
つ
い
て
、
そ
の
種

類
と
生
産
技
術
の
特
徴
か

ら
、
仙
台
平
野
の
弥
生
時
代

の
特
質
に
つ
い
て
述
べ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

「
服
部
・
藤
治
屋
敷
遺
跡
の

調
査
と
古
墳
時
代
木
製
品
」

　
　
　
　

髙
桑 

弘
美　

氏

（(

公
財
）
山
形
県
埋
蔵

　
　
　
　
　
　

文
化
財
セ
ン
タ
ー
）

「
弥
生
・
古
墳
時
代
の
木
製

品
の
概
要
」

　
　
（
当
館
）　

渋
谷 

孝
雄

「
板
橋
２
遺
跡
の
調
査
と
古

墳
時
代
木
製
品
」

　
　
　
　
　

齋
藤 

健　

氏

（(

公
財
）
山
形
県
埋
蔵

　
　
　
　
　
　

文
化
財
セ
ン
タ
ー
）

▲考古学セミナー　髙桑 弘美  氏

頒布価格 1,500 円



　
　

古
墳
時
代
前
期

　
　
　
　

●
河
北
町　

下
槙
遺
跡

我
が
館
の
展
示
品
（
38
）

琴
柱
形
石
製
品

置賜史跡めぐり（44）

日
向
洞
窟
遺
跡

　

日
向
洞
窟
は
、
白

竜
湖
東
側
の
丘
陵
の

ふ
も
と
に
あ
り
ま
す
。

第
Ⅰ
洞
窟
、
第
Ⅱ
洞

窟
の
二
つ
の
洞
窟
と
、

第
Ⅲ
岩
陰
、
第
Ⅳ
岩

陰
の
二
つ
の
岩
陰
で

構
成
さ
れ
、
中
心
と
な
る
第
Ⅰ

洞
窟
か
ら
は
、
縄
文
時
代
草
創

期
か
ら
奈
良
・
平
安
時
代
の
遺

物
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
特

に
縄
文
時
代
草
創
期
の
土
器
の

発
見
は
、
縄
文
時
代
に
「
草
創

期
」
と
い
う
時
期
区
分
が
新
た

に
設
定
さ
れ
る
き
っ
か
け
と
も

な
っ
た
遺
跡
で
す
。
近
年
も
、

洞
窟
西
側
の
平
地
部
分
に
当
た

る
日
向
洞
窟
遺
跡
西
地
区
な
ど

の
発
掘
が
行
わ
れ
、
草
創
期
と

し
て
は
最
大
の
規
模
を
持
つ
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。

　

日
向
洞
窟
が
利
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
約

一
万
二
千
年
程
前
の
こ
と
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

日
向
洞
窟
か
ら
見
つ
か
っ
た

土
器
の
う
ち
、
最
も
古
い
も
の

は
、
縄
文
時
代
草
創
期
の
「
隆

起
線
文
土
器
」
と
呼
ば
れ
る
土

器
片
で
す
。隆
起
線
文
土
器
は
、

土
器
の
口
縁
部
や
胴
の
上
部
に

粘
土
紐
を
め
ぐ
ら
せ
た
土
器

で
、
長
崎
県
福
井
洞
穴
で
細
石

刃
と
共
伴
し
た
こ
と
か
ら
、
旧

石
器
時
代
か
ら
縄
文
時
代
の
移

行
期
の
も
の
で
、
長
い
間
日
本

最
古
の
土
器
と
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
後
研
究
が
進
み
、
さ

ら
に
古
い
時
代
の
土
器
が
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
向
洞
窟
か
ら
は
、
当

時
の
人
々
が
食
べ
た
と
考
え
ら

れ
る
、
ク
マ
や
イ
ノ
シ
シ
、
ニ

ホ
ン
ジ
カ
、
タ
ヌ
キ
、
キ
ツ
ネ

な
ど
様
々
な
動
物
や
水
鳥
の

骨
、
貝
殻
な
ど
も
見
つ
か
っ
て

お
り
、
当
時
の
人
々
の
食
生
活

が
垣
間
見
ら
れ
ま
す
。

　

日
向
洞
窟
遺
跡
西
地
区
で

は
、
石
器
を
製
作
し
た
跡
が
見

つ
か
り
ま
し
た
。
縄
文
時
代

草
創
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
、

様
々
な
種
類
の
石
器
が
作
ら
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
。

　

二
○
一
三
年
か
ら
東
北
芸
術

工
科
大
学
に
よ
り
、
発
掘
調
査

が
継
続
さ
れ
、
新
た
な
成
果
が

あ
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
二

○
一
五
年
か
ら
は
、
高
畠
町
教

育
委
員
会
に
よ
る
追
加
指
定
の

た
め
の
範
囲
確
認
も
は
じ
ま
っ

て
い
ま
す
。
日
向
洞
窟
遺
跡
の

全
体
像
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

日
も
遠
く
な
い
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

河
北
町
の
下
槙
遺
跡
、
古

墳
時
代
前
期
の
集
落
跡
か

ら
、
二
つ
の
小
さ
な
琴
柱
形

石
製
品
が
出
土
し
ま
し
た
。

　

琴
を
支
え
る
琴
柱
に
似
て

い
る
こ
と
か
ら
こ
の
名
前
が

つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
祭
祀
に

使
わ
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
お
守
り
の
よ
う
な
物
で

あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
よ
う

で
す
。

▲ 日向洞窟

高
畠
町　

●
縄
文
時
代
草
創
期

　

細
か
い
造
形
、
掘
り
込
ま

れ
た
文
様
な
ど
、
高
い
技
術

が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え

ま
す
。

▲ 琴柱形石製品

く
ん
蒸
作
業
に
伴
う
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

12
月
18
日

（月）
か
ら
12
月
23
日

（土）
に
か
け
て
、

保
管
・
展
示
資
料
を
虫
害
・
カ
ビ
等
か
ら
守
る

た
め
の
「
く
ん
蒸
」
作
業
を
行
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
伴
い
、
こ
の
期
間
は
休
館
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。


